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No. 29 (1984) 

た。 3.)AMの超沈殿に於いて， a)SM-TMのみでも clearing相を伴なわない Ca感受性が生

じた。 b)SM-TM-TNでは， SK-TM-TNと同じように Ca非存在下で clearing相がみられ

た。

以上の結果から， SM-TMは TN存在下での収縮の ON-Offを調節する面に於いて SK-TM

と同じ作用をするが， Ca存在下での F-actinとMyosinの相互作用については SK-TMと異な

る性質を示した。

＊ ！｜原天堂大学

料日本大 学

重金属（Zn2+, Cu2+, Cd2つによるメタロチオネイン

合成におよ｛ますデキサメサゾンの効果

小林静子，岡田貴子，木村正己＊

〔第56四 日本生化学大会（1983年10月，福岡）で発表〕

〔目的〕 重金属（Zu, Cu, Cd, Hg）とグルココルチコイドはメタロチオネイン（MT）の

inducerであり，各々独立した遺伝子発現機構を持つことが示唆されている。我々は，デキサメ

サゾン（Dex）が細胞内重金属の蓄積および重金属による MT誘導に与える影響について検討し

可骨

れ」。

〔方法〕 Chang liver cellsを 10%FCSを含む MEM培地， 37°,5 % C02の条件で培養した。

Zn, Cu, CdとDex(10-1M）および 0.1μg/ml [ 35S J唱 cystineを加えて，一定時間培養した後，

細胞内重金属を原子吸光法で， MT量を SephadexG-75を用いたゲ、ノレP過法による［35SJの放

射活性分画からそれぞれ測定した。

〔結果，考察〕 最大 MT合成量を示す Zn,Cu, Cdの濃度はそれぞれ 115μM, 32 μM, 18 

μMであった。低濃度の Zuを Dexと共存させると，細胞内 Zu量は Dex無添加に対して増加

し，合成 MT量は相乗的に上昇した。しかし Cu,Cdで、は，細胞内蓄積に変化は見い出せず，

Dexの MT合成への影響は相加的であった。 Dex添加 12時間後に最大 MT合成量を示す重金

属を添加すると，し、ずれも MT合成量は相加的増加を示した。 Dexによる蓄積量の上昇は Zu

にのみ認められた。 Dexと重金属による MT遺伝子発現機構は独立していると考えられる。
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